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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年１月２２日 

件   名 ひきこもりの理解と支援のためのセミナーの開催結果について 

所管部課名 福祉部 福祉まるごと相談課 

内   容 

区主催（共催：足立ひきこもり家族会）の「ひきこもりの理解と支援

のためのセミナー」を開催したため、以下のとおり報告する。 

 

１ 目的 

社会的な誤解や偏見、固定観念が未だ多くある「ひきこもり」への

理解を深め、地域における支援の輪を広げる。 

 

２ 日時・会場（事前予約不要、来場無料） 

（１）日時：令和７年１１月１６日（日）午後２時～４時 

（２）会場：すこやかプラザ あだち ３階大研修室 

 

３ 参加者数 

  ３５人  前年度比※５２名減 ※ 令和 6年度開催の同セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 参加者アンケート 

（１）満足度（内容、時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族内訳 

17人 35人 

内容 時間 
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（２）参加理由や現在悩んでいること、不安（原文要約） 

① 
娘も孫も不登校を経験。少しでも気持ちや状況を理解し、「そのまま
で良い」という思いを確かなものに近づけたかったので、参加した。 

② 
29歳の子（一人暮らし）が、仕事には行っているが他は何もやる気
が起きない状態で、接し方のヒントがあればと思い参加した。 

③ 
娘との向き合い方が分からない。娘も自分も何をどうすればいいの
か、どうしてあげられるか、何かヒントになればと思い参加した。 

④ 
R6.10 月からひきこもり家族会に参加しており、会場が自宅から近
かったので参加した。 

⑤ 
親子関係がこじれてしまい、何か一つでも元に戻れるヒントでもい
ただければと思い、参加した。 

⑥ 
親戚にひきこもりがいる。本人や家族と、私がどう接したらいいか、
知りたい。 

 

（３）感想、自由意見（原文要約） 

① 
子が９月から登校せず、この生活がいつまで続くのか、自分が苦し
かった。セミナーを通して、「人生は更新される」事に希望が見えた。 

② 
講演者のことをもう少し知りたかった。時間をもっと長く取ってく
れたらと思う。 

③ 
ひきこもっている人は普通の優しい人が多いのでは。そういう人の
話が聞きたい。家族会のお話をもっと聴きたかった。 

④ 
思っていた内容とは少し違っていたように感じましたが、質問タイ
ムが役に立ちました。 

⑤ 
セーフティネットあだちなど、居場所となる所があるというのは、
とてもありがたいことで素晴らしいと思う。 

⑥ 
心理の資格を持つ方などの配置等は考えていますか？過去に相談し
て一般雇用を勧められるばかりで、気持ちがついていかなかった。 

 

５ 今後の方針 

（１）より多くの方々に理解の輪を広げるため、セミナーの様子を「動

画 deあだち」にて字幕を付して配信する（R8.1月中にアップ予定）。 

（２）参加者数が前年度比で減少したことから、実施時期や内容を含め

セミナー全体をブラッシュアップし、引き続き毎年開催していく。 

 

６ 【参考】セミナーのプログラム 

 プログラム 詳細 

① 基調講演 
自身にひきこもり経験があり、現在は数多
くの支援に携わっている方の基調講演 

② 
本人・家族の声

紹介 
セーフティネットあだちと相談・居場所支
援でつながっている本人や家族の声を紹介 

③ 質問タイム 
基調講演を聞いた参加者からの質問に、講
師とパネリストがトーク形式でお答え 

④ 懇談、個別相談 
閉会後に、講師との懇談コーナーや個別に
相談できるブースを設置 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年１月２２日 

件   名 令和７年度「第４４回足立区障がい者週間記念事業」の実施結果について 

所管部課名 福祉部 障がい福祉センター 

内   容 

障がい者・児の自立と社会参加の意欲向上、区民の理解向上と啓発を目的

として、「障害者基本法」で定める障害者週間（１２月３日～９日）にあわ

せて実施した障がい者週間記念事業（ＡＤＡＣＨＩ障がい者アート展）につ

いて、結果を報告する。 

 

１ 実施日時・場所等 

（１）庁舎ホール   令和７年１１月２９日（土） 

内  容 概  要 時 間 

式典及び障がい理

解普及・啓発企画 

実行委員長、副区長、 

議長、来賓等挨拶、 

eスポーツ関係者によ

る体験談等 

午前１０時００分～

午前１１時１５分 

ふれあい発表会 
障がい者団体によるダ

ンス等の発表 

午前１１時３０分～ 

午後１時３０分 

（２）区役所１階アトリウム 

内  容 期  間 時  間 

作 品 展※１ 
１１月２８日（金）～ 

１２月４日（木） 
午前９時～午後５時 

お楽しみコーナー 

（体験※２） 
１１月２９日（土） 午前１１時～午後２時 

お楽しみコーナー 

（販売） 

１１月２９日（土）～

１２月４日（木） 

(１１月３０日(日)を除く) 

午前１０時～午後５時 

  ※１ １１月２９日（土）、１１月３０日（日）も実施した 

  ※２ １１月２９日の体験コーナーは式典終了後１１時から開始した 

２ 実施結果 

（１）庁舎ホール 

  ア 障がい理解普及・啓発企画 

    株式会社 eＰＡＲＡ代表取締役加藤氏、ブラインド eスポーツスペ

シャリスト北村氏とのトークイベント 

  （ア）概要 

    「本気で遊べば、明日は変わる」を掲げ、障がい者と eスポーツ

の現在と未来を語る。 

  （イ）来場者数  １００人 
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  イ ふれあい発表会  来場者数１５０人 

    障がい者団体５団体による和太鼓、楽器演奏、ダンス等 

（２）作品展 

   障がいのある方が制作した絵画や陶芸等の作品を展示した。 

年度 来場者数 作品出品者 作品数 

令和２、３年度 （コロナ禍のため実施せず） 

令 和 ４ 年 度 ２，５８０人 ４５団体、個人２名 ４３４点 

令 和 ５ 年 度 ４，０３６人 ３７団体、個人２名 ４１８点 

令 和 ６ 年 度 ４，２０８人 ３６団体、個人２名 ３４６点 

令 和 ７ 年 度 ３，９９５人 ３７団体、個人２名 ５０７点 

（３）お楽しみコーナー（販売・体験） 

   障がいのある方の自主製品の販売や、障がい者団体・区内事業者等に

よる展示・体験コーナーを日替わりで実施した。 

  ア 販売コーナー 

  （ア）出店数 ： １０団体（令和６年度：１０団体） 

  （イ）販売物 ： パウンドケーキ、クッキー、手芸品、鉢花等 

  イ 展示・体験コーナー 

  （ア）内 容 ： ５団体（令和６年度：５団体）による手話体験、 

        マッサージ体験等 

３ 主な意見・感想 

（１）参加団体 

  ア 販売で４日間完売となりました。美味しいとリピートしてくれた方

もいて、作った利用者さんがとても喜んで達成感を感じています。障

がいのある方の作品の発表の場をもっと設けてほしいです。 

  イ 中学校の支援学級等の参加団体の出展が少なくなっているのがさ

びしいです。 

（２）来場者（アンケート７０５件から） 

  ア eスポーツの講演、大変興味深かったです。新しい世界を知れて、

とても良かった。 

  イ お母さんが働いている施設の人が一生懸命に演奏していたので、ふ

れあい発表会が良かった。 

  ウ 全部の発表が素晴らしかった。毎年楽しみにしています。 

  エ 充実した福祉サービスを提供、企画、運営されている「足立区」に

住んでいて本当に良かったと考えています。 

  オ 奥の作品コーナーに気が付きにくい方がいた。奥にも作品展示があ

ることを分かりやすく表示した方が良い。 

  カ 「障がいに関するマーク」知ることができて良かったです。周知を

広めることが大切だと感じた。 

  キ 製作工程のなどの動画が見られるとよいなと思いました。 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年１月２２日 

件   名 令和７年度「ぱく増し月間」（２月）の取組について 

所管部課名 福祉部 高齢者施策推進室 高齢者地域包括ケア推進課 

内   容 

令和６年度区政に関する世論調査の結果から「フレイルの認知度」は、 

７０歳以上で約７割と上がってきたが、「フレイルを予防する活動を実践し

ている」割合は男性約２割、女性約３割と低い状況であることがわかった。 

ついては、令和８年２月の「ぱく増し月間」を通して「ぱく増し」の必要

性を伝え、フレイル予防の実践につながる取組を実施する。 

１ 実施内容【６５歳以上の方対象】 

  気づき（自分の状態を把握）から、ぱく増しの必要性を知ってもらう。 

（１）ぱく増し月間リーフレット及びプレゼント企画（別紙参照） 

  ア フレイルチェック（５項目）を掲載したリーフレットを作成し、自

己チェックができるようにする。 

  イ アンケートに答えて応募すると、抽選でぱく増し商品が当たる。 

（２）普及啓発品（ハンドタオル）の配付 

   あだち広報（１/２５号）の発行時から３月６日（金）までに、地域

包括支援センターに来所した方にハンドタオルを配付する。 

（３）スーパーやコンビニとの連携 

  ア ショッピングモールで、握力測定（全身の筋力のバロメーター）や

食生活チェックを実施する。 

  イ 食品メーカーと連携し、スーパーの食品売り場で、安価で栄養バラ

ンスのとれたレシピを紹介し、ぱく増しを促す。 

  ウ セブン‐イレブンと連携し啓発 

（４）普段料理をしない男性を対象に、簡単料理教室の実施 

   実施場所：ギャラクシティ、読む団地（大谷田一丁目団地内） 

（５）地域学習センター及び図書館のミニコミ紙等にて「ぱく増し」ＰＲ 

２ あだち脳活ラボとのコラボ 

（１）あだち脳活ラボの登録者にプレゼント企画を周知する。 

（２）ショッピングモールイベントや簡単料理教室の参加者はあだち脳活 

ラボのポイントを付与する。 

（３）期間中は、ぱく増しレシピの配信を強化する（３回程度予定）。 

３ 今後の方針 

  今後も、フレイルの認知度を上げるだけではなく、フレイル予防や、ぱ

く増しを実践している割合を増やす取組を推進する。 
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